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五
代
塾
主
催
と
し
て
第

一

回
の
墓
参
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
晴
天
の

も
と
凡
そ
４０
名
の
参
列
の
中
、
厳
か
で

あ
り
、
且
つ
、
和
気
藷
々
の
雰
囲
気
で
進

行
し
、
五
代
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

五
代
さ
ん
の
生
涯
の
行
動
理
念
で
あ

る
「赤
心
」
（嘘
い
つ
わ
り
の
な
い
、
あ
り

の
ま
ま
の
心
。
真
心
）
を
折言
い
、
川
口
理

事
長
の
挨
拶
の
後
、
参
列
者
順
不
同
で

お
参
り
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
最
後
に
皆
さ

ん
で
献
杯
し
墓
参
会
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

お
墓
の
前
に
立
つ
と
五
代
友
厚
と
同

時
に
、
映
画
『
天
外
者
』
主
役
を
演
じ
た

三
浦
春
馬
さ
ん
が
目
に
浮
か
ん
で
く

る
。
五
代
友
厚
が
現
代
に
生
き
て
い
る

が
ご
と
く
熱
演
し
て
く
れ
た
演
技
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
２０１９
年
の
映
画
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
前
に
、
こ
の
場
所
に
三
浦
春
馬
さ
ん

も
参
列
さ
れ
ご
挨
拶
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
残
念
で
た

ま
り
ま
せ
ん
。
準
備
さ
れ
た
座
席
で
私

の
隣
に
田
中
光
敏
監
督
、
そ
の
横
に
三

浦
春
馬
さ
ん
、
後
ろ
に
西
川
貴
教
さ
ん

と
森
川
葵
さ
ん
。
お
墓
の
平
面
図
で
配

置
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
時
の
何
気
な
い
会
話
や
ぬ
く
も

り
が
私
の
中
で
は
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。

三
浦
さ
ん
が
墓
前
祭
に
参
加
さ
れ
、

ご
挨
拶
さ
れ
た
時
の
思
い
を
、
三
浦
春

馬

『
日
本
製
』
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の

一
文
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

（
Ｐ３８７
）

【墓
前
祭
で
「ご
あ
い
さ
つ
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

言
わ
れ
た
時
に
も
、
臆
す
る
こ
と
な
く
皆
さ
ん
の
前

で
し
っ
か
り
と
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
し
た
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
主
役
と
し

て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
き
ち
ん
と
ご
挨
拶
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
整
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
し
、
そ
れ
は
や
っ
ば
り
年
を
重
ね
て
き
た
と
こ

ろ
も
大
き
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。　
一
方
で
年
齢

と
い
う
の
は
あ
る
種
、
記
号
的
な
部
分
も
あ
る
の
で
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
よ
り
も
ど
ん
な
ふ
う
に

一

年
を
生
き
た
か
が
大
事
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
と

に
か
く
五
代
さ
ん
を
演
じ
た
期
間
は
と
て
も
充
実
し

て
い
た
し
、
三
浦
春
馬
と
い
う
俳
優
と
し
て
も
、
ひ
と

り
の
男
性
と
し
て
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
が
出
来

た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
・
‥
】

こ
の
三
浦
さ
ん
の
言
葉
は
、
五
代
さ
ん
の
生
き
方
に

重
な
る
部
分
が
多
い
で
す
ね
。

暴一菫国
内
つ
か
り
の
く

・
他
奎
綴
介

墓
参
会
終
了
後
は
、
ワ
８ヽ
３
五
代
塾
第
二
回
セ
ミ
ナ

ー
と
し
希
望
者
の
方
に
当
霊
園
内
に
あ
る

「ゆ
か
り

の
人
の
お
墓
な
ど
」
の
資
料
を
お
渡
し
し
て
ご
案
内

い
た
し
ま
し
た
。

凸麒簸一鑽
武
銹
蝙
螂

以
前
は
奈
良
県
田
原
本
町
八
尾
の
生
家
近
く
の
安

養
寺
に
お
墓
が
あ
っ
た
が
、
大
正
５
年
に
長
男
の
森

山
茂
は
、
弟
の
萱
野
真
、
妹
の
五
代
豊
子
と
も
相
談
し
、

大
阪
阿
倍
野
斎
場
の
五
代
さ
ん
の
お
墓
に
向
か
っ
て

左
２０

ｍ
の
地
に
改
葬
し
た
。
従
い
、
現
在
安
養
寺
に

は
萱
野
家
の
お
墓
は
な
い
。

尚
、
豊
子
の
父
恒
次
は
儒
家
と
し
て
村
民
の
み
な

ら
ず
近
隣
か
ら
も
多
く
の
人
が
勉
学
に
い
そ
し
み
、

扇
鳳
先
生
と
呼
ば
れ
慕
わ
れ
た
。
ま
た
、
金
春
流
シ
テ

方
と
し
て
も
著
名
で
、
兄
茂
や
豊
子
も
幼
時
か
ら
謡

曲
に
親
し
ん
で
い
た
。
門
弟
は
２０００
人
と
も
い
わ
れ
、

恒
次
が
亡
く
な
っ
た
後
、
教
え
子
ら
が
費
用
を
出
し

合
っ
て
「追
慕
碑
」
を
浄
照
寺
に
建
立
し
た
。
大
正
５

年
萱
野
家
の
お
墓
を
大
阪
阿
倍
野
斎
場
に
改
葬
し
た

と
同
時
に
当
地
に
移
設
し
た
が
、
平
成
１０
年
に
老
朽

劣
化
で
倒
壊
の
危
険
が
あ
っ
た
た
め
残
念
な
が
ら
撤

去
さ
れ
た
。

」
鼈
鑽
鍼
聰
躾
檸

萱
野
家
恒
次
の
長
男

茂

（五
代
豊
子
の
兄
）
は

天
誅
組
の
乱
で
菅
沼

一

平
と
変
名
し
参
加
し
た
。

と
こ
ろ
が
天
誅
組
は
時

の
幕
府
に
追
わ
れ
る
身

と
な
り
、
大
阪
の
国
学
者

森
山
藤
次
郎

（号
は
履
道

軒
）
の
も
と
に
身
を
寄

せ
、
後
に
同
家
の
養
子
と

な
っ
た
。
そ
の
先
祖
の
お
墓
は
五
代
さ
ん
の
お
墓
に

向
か
っ
て
右
５０

ｍ
位
の
場
所
に
あ
る
。

茂
は
元
々
実
力
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
維
新
後
は
兵

庫
裁
判
所

（県
庁
）
に
出
仕
。
明
治
２
年
に
は
外
国

官
書
記
、
そ
の
後
外
務
大
丞

（た
い
じ
ょ
う
）
ま
で
昇

進
。
退
官
後
は
元
老
院
議
員
、
富
山
県
知
事
を
歴
任
し

墓参時の集合写真

萱野家のお墓森山家のお墓

雉
Li」

・
燿:飩 :!::|::書 il'1:::::||

」「
撃

rm咤‐
11111111!|1111111!|,1.11111::|:.:|||||||!:||||||||:|||IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIlllillil

癬

翡
鱒
粽
・

鼈 《鏃1鍮

嶋豫勒．．一啜憮
・
螂

勒

1鰊‐鑢 ‐



第 5号 Dream五代塾新聞 令和 3年 (2021)12月 1日

貴
族
院
議
員
を
約
２５
年
間
務
め
た
。

茂
は
当
時
の
兵
庫
県
知
事
伊
藤
博
文
の
部
下
で
あ

り
、
大
阪
の
五
代
友
厚
と
は
近
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を

し
て
い
た
。
結
果
、
茂
は
妹
の
萱
野
豊
子
を
五
代
に
嫁

が
せ
た
。

尚
、
森
山
茂
夫
妻
と
そ
の
子
孫
の
お
墓
は
東
京
青

山
墓
地
に
あ
る
。

丈
覺

褥
鰺
屹

鼈
躊

ρ

幕
末
の
宇
和
島
藩
士
。

大
阪
川
口
運
上
所

（税
関
）

に
勤
務
し
五
代
友
厚
の
部

下
と
な
っ
た
こ
と
が
生
涯

の
重
要
な
方
向
付
け
と
な

る
。
退
官
ま
で
に
丼
上
馨
、

伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
、
大

久
保
利
通
ら
と
の
政
界
人

脈
を
築
く
と
同
時
に
、
住

友
家
、
鴻
池
家
ら
大
阪
財

界
人
と
関
係
を
深
め
た
。
明
治
１７
年
に
実
業
界
に
転

身
し
電
灯

・
硝
子

・
保
険

・
新
聞

。
銀
行
な
ど
諸
事
業

に
参
画
。
ま
た
、
鉄
道
会
社
の
創
立
に
多
く
関
わ
り
、

こ
の
墓
地
の
前
を
走
る
阪
堺
電
気
軌
道
の
前
身

。
大

阪
馬
車
鉄
道
や
京
阪
電
鉄
の
社
長
を
始
め
、
多
く
の

事
業
に
関
わ
り
功
績
を
残
し
た
。
近
代
大
阪
財
界
の

基
盤
を
固
め
た
五
代
友
厚
亡
き
あ
と
の
大
阪
財
界
最

有
力
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

土
居
通
夫
は
第

７
代
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
を

２２
年
間
務
め
、
初
代
会
頭
五
代
友
厚
像
の
横
に
同
氏

の
銅
像
が
並
ん
で
い
る
。

五
代
友
厚
の
三
女
芳
子
は
土
居
の
養
女
と
な
り
、

後
、
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
徳

（第
９
代
藩
主
）
の
五

男
を
婿
養
子
に
迎
え
結
婚
し
、
土
居
家
を
継
承
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
五
代
友
厚
と
土
居
通
夫
の

深
い
関
係
性
が
伺
え
る
。

山
動
物
筋
勝
場＝
耕
■
慮
場
甲

元
治
元
年

（
脚
）
７
月
の

「禁
門
の
変
」
に
敗
れ
、

「千
日
獄
舎
」
で
亡
く
な
っ
た
長
州
藩
の
志
士
た
ち

の
奥
都
城

（お
く
つ
き
）
で
す
。
明
治
維
新
後
に
名
誉

が
回
復
さ
れ
、
勤
皇
の
殉
難
志
士
と
し
て
御
霊
は
靖

國
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

禁
門
の
変
で
敗
れ
た
長
州
藩
士
ら
は
賊
軍
と
し
て

幕
吏
か
ら
不
当
な
扱
い
を
受
け
敗
走
途
中
、
大
坂
の

桜
の
宮
で
高
松
藩
兵
に
捕
ま
り
、
多
く
が
大
坂
の
千

日
前
に
あ
っ
た

「千
日

獄
舎
」
で
獄
死
し
た
。
そ

の
死
体
は
「千
日
刑
場
」

の
横
に
あ
っ
た
骨
捨
て

場
に
埋
め
ら
れ
た
が
、

明
治
維
新
後
名
誉
回
復

さ
れ
て
掘
り
起
こ
さ
れ

阿
倍
野
墓
地
に
移
さ
れ

た
。こ
の
経
緯
は
、
明
治
政
府
は
大
阪
の
開
発
と
発
展

を
意
図
し
て
千
日
刑
場
を
廃
止
し
、
「千
日
墓
地
」
を

「阿
倍
野
墓
地
」
に
移
葬
し
た
。
そ
の
時
千
日
墓
地
に

あ
っ
た
も
の
の
多
く
が
、
阿
倍
野
墓
地
に
移
さ
れ
た
。

尚
、
跡
地
は
区
画
整
理
し
て
歓
楽
街
を
作
り
、
そ
れ
が

今
の
難
波

・
千
日
前
界
隈
で
す
。

（
川

口

　

建

）

〕「８
ヨ
五
代
塾
顧
間
曾
野
豪
夫

北
海
道
開
拓
使
（庁
）
は
明
治
三
年
設
立
さ
れ
、
十

四
年
い
わ
ゆ
る
「開

拓
使
官
有
物
払
い

下
げ
事
件
」
と
し
て

五
代
友
厚
が
濡
れ

衣
を
着
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
五
代
は
政

府
要
人
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
沈
黙
を
守
り
、
十
八

年
満
四
十
九
歳
で
急
逝
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
詳
述

し
て

一
四
〇
年
ぶ
り
に
五
代
の
濡
れ
衣
を
具
体
的
に

晴
ら
し
て
下
さ
っ
た
八
木
孝
昌
先
生
の
『
新
・五
代
友

厚
伝
』
（「
工
「
研
究
所
二
〇
二
〇
年
）第
八
章
を
ご

一

読
頂
き
た
い
。
ま
た
本
件
に
つ
い
て
は
本
紙
第
二
～
五

号
に
も
簡
潔
に
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

預
金
封
鎖
と
超
イ
ン
フ
レ
（物
価
が
四
年
間
で

一
〇

〇
倍
に
）
の
た
め
没
落
し
て
小
さ
な
家
に
移
り
住
み
、

冬
は
六
畳

一
間
に
練
炭
こ
た
つ
を
真
ん
中
に
お
い
て

晴
祖
母
と
五
人
で
足
を
突
っ
込
ん
で
友
厚
豊
子
伯
父

伯
母
の
話
を
問
わ
ず
語
り
に
聞
き
松
が
ら
寝
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
私
は
青
年
時
代
か

ら
開
拓
使
事
件
に
つ
い
て
は
関
心
を
も
っ
て
い
た
。

土居家のお墓

五
代
が
十
四
年
大
阪
で
設
立
し
た
「関
西
貿
易
社
」

は
日
本
人
の
手
に
よ
り
直
（じ
き
）
貿
易
を
行
う
目
的

で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
長
崎
出
身
で
大
阪
で
金

融
業
と
清
・朝
鮮
貿
易
を
行
っ
て
い
た
私
の
母
方
曾
祖

父
永
見
米
吉
郎
も
共
同
出
資
者
の

一
人
だ
っ
た
。

米
吉
郎
の
長
男
永
見
省

一
（私
の
外
祖
父
）
は
、
五

代
友
厚
の
娘
武
子
・藍
子
姉
妹
と
従
姉
妹
関
係
に
あ
る

宮
地
綾
（私
の
外
祖
母
）
と
結
婚
し
た
。
綾
の
父
富
地

長
夫
は
元
姫
路
藩
士
で
五
代
の
弘
成
館
幹
部
、
播
磨

大
立
銀
山
の
鉱
長
だ
っ
た
。

晴
祖
母
の
父
真
（し
ん
）は
、
五
代
豊
子
の
弟
で

適
塾
を
経
て
明
治
四
年
東
京
の
共
立
学
校
（現
開
成
中

学
高
校
）
に
入
学
、
大
学
予
備
門
（そ
の
後

一
高
）
を
経

て
大
蔵
省
に
勤
務
し
、
主
計
局
次
長
で
明
治
三
十
二

年
に
退
官
し
京
都
の
村
井
煙
草
兄
弟
会
社
の
役
員
と

な
っ
た
。

晴
祖
母
「父
真
は
非
常
に
厳
し
い
人
だ
っ
た
。
幼
い

息
子
の
禎
（み
き
、
の
ち
日
本
鋼
管
勤
務
）
の
英
語
の
勉

学
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
井
戸
端
で
冷
水
を
浴
び
せ

て
叱
咤
し
た
。
妹
の
自
分
も
つ
い
で
に
訳
の
分
か
ら
ぬ

ま
ま
に
水
を
か
け
ら
れ
た
」
、
と
キ
セ
ル
煙
草
を
吸
い

な
が
ら
話
し
を
し
て
＜
れ
た
。
そ
し
て
「自
分
は
子
供

の
頃
か
ら
喫
煙
を
し
て
い
た
。
父
に
見
つ
か
る
と
折
檻

が
大
変
だ
っ
た
…
蔵
に
放
り
込
ま
れ
て
」ポ
ン
、
と
キ

セ
ル
を
火
鉢
の
縁
（へ
り
）
に
叩
く
音
が
耳
柔
か
ら
離

れ
な
い
。
祖
母
「京
都
府
立
第

一
女
学
校
に
入
学
で
き

ず
第
二
に
入
学
し
た
。
翌
年
父
の
命
で
再
度
第

一
を

受
験
し
た
が
ダ
メ
。
更
に
翌
年
も
ダ
メ
。
父
は
あ
わ
て

て
第
二
の
校
長
に
入
学
を
頼
み
込
ん
だ
、
ほ
っ
ほ
っ
」

ポ
ン
、
き
ざ
み
煙
草
の
ほ
の
か
な
香
り
が
懐
か
し
い
。

私
は

一
度
も
喫
煙
を
し
た
こ
と
は
な
い
が
。
明
治
以
来

我
が
家
に
あ
っ
た
焼
き
物
の
火
鉢
三
ヶ
は
、
四
年
前
に

西
宮
か
ら
東
京

の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
最
後
の
移
転

の
時
に
廃
棄
処

分
し
た
。

ま
た
省

一
（
晰明
ユ
凋

十

年

二

月
生
れ
）

と

一監

子

（
九
年
生

れ
）
は
共

に
愛
日
小
学
校
を
卒
業
し
た
幼
友
達
だ
っ

た
。
綾
が
大
正
末
年
に
病
死
し
た
の
で
、
昭

和
四
年
省

一
は
後
妻
と
し
て
五
代
豊
子
の
姪

で
あ
る
萱
野
晴
（は
る
）
と
再
婚
し
た
（私
の

母
の
娘
時
代
）。

筆者 :曾野豪夫氏

筆者の外祖父永見省一と再婚した外祖

母晴 (萱野)が血の繋がっていない初
曾孫である筆者の息子にあうために大

阪から東京に来て<れた (1968年 )

私
は
敗
戦
翌
昭
和
三
十

一
年
灘
中
に
入
学
し
た
。

母
は
私
が
中
三
の
頃
か
ら
結
核
に
な
っ
て
御
影
甲
南

病
院
で
入
院
生
活
を
送
り
、
私
が
高
校
を
卒
業
し
た

翌
年

一
月
に
亡
く
松
っ
た
。
そ
の
間
、
我
が
家
は
妹
と

二
人
の
弟
の
子
供
四
人
家
庭
だ
っ
た
（父
は
海
軍
軍
属
　
　
官
有
物
払
い

と
し
て
戦
死
）
。
晴
義
祖
母
に
は
こ
の
間
し
ば
し
ば
我
　
下
げ
事
件
に
つ

が
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
お
さ
ん
ど
ん
を
し
て
も
ら
っ
た
。
い
て
諸
出
版
物

・チ

前
卜

，直
初
戯
自

ノ‐
の
列
戸
′
神
ｆ
真
。
爬
写
月

族

４

家

の

の

９４
一
↑

唯

Ｆ難麻
の

和
わ
昭

者

て

筆

に
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で
五
代
が
悪
徳
政
商
の
如
く
書
か
れ
、
ま
た
教
科
書
に

も
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
私
は
長
年
不
満
を
抱
い

て
い
た
。
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
（昭
和
四
十
六
～
四

十
九
年
刊
）も
購
入
し
て

一
応
関
係
部
分
に
目
を
通
し

た
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇

一
七
）文
科
省
教
科
書
パ

ブ
コ
メ
で
私
は
五
代
友
厚
が
官
有
物
払
い
下
げ
を
受

け
て
お
ら
ず
、
実
際
に
超
破
格
条
件
で
払
い
下
げ
を
受

け
た
の
は
、
東
京
の
財
閥
諸
氏
で
あ
る
の
で
教
科
書
の

訂
正
が
必
要
松
る
旨
愚
見
を
送
り
、
『
日
本
史

現
代

か
ら
の
歴
史
』
６５
頁
注
を
教
科
書
か
ら
削
除
す
る
よ

う
に
、
と
の
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
た
。

パ
ブ
コ
メ
応
募
は
確
か
五
年
毎
に
二
月
十
四
日
発

表
、
締
切
り
三
月
十
五
日
、
そ
し
て
確
定
内
容
の
発
表

は
同
月
三
十

一
日
な
の
で
大
幅
な
修
正
は
な
し
得
な

い
。
役
所
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
但
し
、

こ
の
年
は
あ
る
国
会
議
員
が
国
会
委
員
会
で
「教
科
書

の
聖
徳
太
子
を
括
弧
扱
い
に
す
る
の
は
歴
史
に
対
す

る
冒
涜
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
発
言
を
し
た
の
で
マ

ス
コ
ミ
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
報
道
に
世
論

が
反
応
し
、
教
科
書
の
「聖
徳
太
子
」
記
述
は
蘇
生
し

た
も
の
と
記
憶
す
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
誰
も
気
が
つ

か
な
い
う
ち
に
「聖
徳
太
子
（厩
戸
皇
子
）
」
↓
「厩
戸
皇

子
（聖
徳
太
子
）」
↓
「厩
戸
皇
子
」と
書
き
換
え
ら
れ
る

運
命
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
国
会
議
員
も
若
い
人
も
常
日

頃
か
ら
子
供
や
孫
の
歴
史
教
科
書
の
各
項
目
を
精
読

し
、
文
科
省
や
教
科
書
会
社
対
策
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

微
修
正
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
話
が
そ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇

一
〇
）
、
私
は
新
聞
記
事
で

住
友
資
料
館
副
館
長
末
岡
照
啓
氏
が
「『
開
拓
使
官
有

物
払
い
下
げ
事
件
』
再
考
」
と
い
う
論
考
を
発
表
し
た

と
の
記
事
（切
抜
き
紛
失
）
を
み
て
早
速

一
部
送
付
し

て
貰
っ
た
。

一
〇
年
以
上
前
の

三
一万
ぎ
①
Ｑ
一ｏ
「北
海
道
開
拓
使

官
有
物
払
い
下
げ
事
件
」
の
記
載
事
項
は
「払
下
げ
決

定
ま
で
」
「払
下
げ
へ
の
批
判
と
事
件
の
収
拾
」
「北
海

道
庁
官
有
物
払
下
げ
事
件
」
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後

三
番
目
に
「新
し
い
資
料
発
見
」
と
し
て
末
岡
氏
の
論

考
の
結
論
が
五
行
だ
け
挿
入
さ
れ
た
が
、
全
項
目
に

重
大
な
誤
記
が
多
々
あ
る
の
に

一
向
に
修
正
が
強
さ

れ
て
い
な
い
。

こ
の
三
一天
一Ｏ
①
Ｑ
一ｏ
の
中
の
「新
し
い
資
料
の
発
見
」

と
「北
海
道
庁
官
有
物
払
下
げ
事
件
」
の
全
文
を
転
記

す
る
。
前
者
は
誤
り
の

一
部
の
み
を
注
記
し
た
。
後
者

に
つ
い
て
は
個
々
の
出
典
な
ど
は
調
べ
て
い
な
い
。

一
四
〇
年
前
、
大
阪
の
五
代
は
北
海
道
開
拓
使
の

官
有
物
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
お
ら
ず
、
五
代
没
後
す

ぐ
に
東
京
の
財
界
人
が
山
分
け
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
多
く
の
五
代
研
究
家
、
学
者
も
小
説
家
も
筆
に
し
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
私
は
大
い
に
疑
間
を
（慣
り
を
）

覚
え
つ
つ
米
寿
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
五
代
に
繋
が
る

多
く
の
人
た
ち
も
同
じ
気
持
ち
で
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
。

晴
祖
母
は
明
治
時
代
に
大
蔵
省
に
勤
務
し
た
父
親
か

ら
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て
い
て
、
戦
後
孫
の
私
に
話

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
…
？

近
年
は
五
代
の
汚
名
を
雪
ぐ
立
派
な
研
究
資
料
や

書
籍
が
幾
つ
か
世
の
中
に
出
て
き
た
こ
と
を
い
ず
れ

あ
の
世
で
皆
さ
ん
に
報
告
し
て
共
に
喜
び
た
い
。

第
３
回
セ
ミ
ナ
ー

Ｒ
腱
餃
痣
鍮
珀
饒
颯
綺
襦
浚
聰

案
内
人
】川
口
建

日
時
】
２０２‐
年
１０
月
‐６
日
（土
）
‐０
時
～
‐３
時

場
所
中西
区
木
津
・安
治
川
周
辺
辺
り

「土
佐
稲
荷
神
社
↓
岩
崎
家
在
自邸
（き
ゅ
う
て

い
）
跡
↓
松
島
橋
〈
旧
松
島
遊
廓
地
（
見
学
無

し
）
〉
↓
大
渉
橋
↓
川
口
運
上
所
・大
阪
港
開
港

地
跡
↓
富
島
天
主
堂
跡
↓
川
口
居
留
地
跡
↓
川

口
基
督
教
会
↓
大
坂
船
手
会
所
跡
碑
↓
雑
喉
場

魚
市
場
跡
碑
↓
大
阪
市
役
所
江
之
子
島
庁
舎
跡

碑
↓
大
阪
府
庁
江
之
子
島
庁
舎
跡
↓
薩
摩
堀
川

跡
（薩
摩
藩
蔵
屋
敷
跡
下
屋
敷
ｏ碑
無
し
）
↓
大

阪
商
業
講
習
所
跡
」

晴
天
の
中
、
総
勢

１４
名
で
西
長
堀
駅
集
合
し
、
説

明
資
料
を
も
と
に
‐５
ヶ
所
の
探
索
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
は
土
佐
稲
荷
神
社
・岩
崎
家
旧
邸
を
選
ん
だ
。

五
代
は
慶
応

４
年
（
‐８６８
）徴
士
参
与
職
外
国
事
務
掛

と
し
て
大
阪
に
赴
任
し
、
い
き
な
り
新
政
府
の
命
運
が

左
右
す
る
三
大
渉
外
事
件
（神
戸
事
件
・堺
事
件
・英

国
公
使
パ
ー
ク
ス
襲
撃
事
件
）が
起
き
た
。
外
交
交
渉

に
長
け
た
五
代
は
全
て
に
関
与
し
大
過
な
く
収
め
た

事
件
で
、
そ
の

一

つ
堺
事
件
に
関

連
す
る
場
所
で

あ
る
。
詳
細
は
省

略
す
る
が
土
佐

藩
士
の
責
任
は

免
れ
ず
切
腹
者

２０
名
が
こ
の
神

社
で
鍛
引
き
で

決
定
さ
れ
た
。

次
に
木
津
川
ｏ

外国人居留地を中心に、右に大阪府庁江之子島庁舎、
左に川口運上・大阪港
大阪パノラマ地図復刻版 (大正 15年 )の一部分

大
物

政

つ
い

し
て
暮
れ
に

馬
越
恭
平
を

倉
喜
八
郎

い
る
。

一
八
八
九
年
（明
治

二
十

二
年
）
、
北
海
道
炭
破

、
法
人
と
し
て
の
設
立
を
隠

き
払
い
下
げ
条
件
は
三
十

、
さ
ら
に
八
年
は
株
主
に

五
円
で

れ

下
げ
ら
れ
た
。

年
派
遣
さ
れ
る
と

免
除
さ
れ
、
千
人
以
上

っ
た
。
一

加
え
て
線
路
と
そ
れ
に

二
三
〇
万

3
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安
治
川
の
中
洲
に
位
置
す
る
松
島
遊
郭
・川
口
運
上
所

（大
阪
税
関
Ｙ
大
阪
開
港
地
の
碑
を
確
認
、
さ
ら
に
は

外
国
人
居
留
地
を
探
索
し
た
。
そ
の
間
五
代
は
、
外
国

事
務
局
判
事
、
外
国
官
権
判
事
、
大
阪
府
権
判
事
、
大

阪
府
判
事
へ
と
職
務
範
囲
・権
限
が
大
き
く
な
り
、
大

阪
の
都
市
機
能
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
実
質
的
強
大

阪
の
運
営
を
任
さ
れ
た
。
外
国
か
ら
調
達
し
た
「蒸
気

を
使
っ
た
川
堀
道
具
」
や
大
勢
の
人
夫
を
投
入
し
港
の

良
港
へ
の
改
造
、
初
代
税
関
長
と
し
て
毅
然
と
し
た

人
。物
の
水
際
対
応
、
外
国
人
住
居
環
境
の
整
備
等
に

自
ら
奔
走
し
、
新
し
い
時
代
の
受
け
入
れ
に
尽
力
し
た
。

先
の
見
学
地
の
木
津
川
の
向
い
に
は
二
代
目
大
阪

庁
江
之
子
島
庁
舎
跡
碑
（明
治
７
年
）や
時
代
は
少
し

あ
と
に
な
る
が
明
治
３２
年
初
代
大
阪
市
役
所
江
之
子

島
庁
舎
跡
碑
を
探
索
し
た
。
尚
、
明
治
期
の
大
阪
の
政

治
や
貿
易
の
中
心
地
は
今
回
見
学
地
の
本
津
川
ｏ宇
治

川
界
隈
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
大
正
時
代
に
入
っ
て
政
治

や
経
済
の
中
心
が
土
佐
堀
川
・堂
島
川
周
辺
に
移
り
大

阪
府
庁
や
市
役
所
が
夫
々
現
在
地
に
新
築
さ
れ
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

薩
摩
堀
川
跡
、
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
跡
（
下
屋
敷
）
を
探

索
。
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
は
土
佐
堀
川
方
面
に
上
屋
敷
、
中

屋
敷
が
あ
る
が
、
こ
の
下
屋
敷
は
江
戸
時
代
初
期
か

ら
地
元
の
特
産
品
や
乾
物
ｏ雑
貨
品
を
取
り
扱
っ
て
い

た
。
現
在
は
公
園
（堀
川
公
園
、
島
津
公
園
）
に
松
っ
て

い
る
が
、
名
の
通
り
当
時
は
堀
川
が
存
在
し
た
が
現
在

は
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
る
。

最
後
は
大
阪
商
業

講
習
所
跡
。
明
治

１３

年
（
‐８８０

）
１１

月
に
五

代
友
厚
が
中
心
と
な

り
創
設
・開
所
し
た
。

現
在
の
大
阪
市
大
ヘ

と
引
き
継
が
れ
て
い

る
。

第
４
回
セ
ミ
ナ
ー

婁
鋏

文
鸞
巫
鱚
絣
顆
濶
鑽
鍼

０
講
談
】旭
堂
南
照

演
目

①
「大
阪
の
恩
人
」

②
「薩
摩
藩
英
国

留
学
」③
「開
拓
使
宮
有
物
払
下
げ
事
件
」

０
講
演
一八
木
孝
昌

「五
代
の
濡
れ
衣
」

日
時
】
２０２‐
年
１１
月
‐３
日
（土
）

‐３
時
３０
分
～
‐６
時
３０
分

場
所

田̈
⊂
ｚ
刀
〇
バ
⊂

文
禄
堤
薩
摩
英
国
館

演
者
含
め
３８
名
で
開

催
。
旧
京
街
道
守
口
宿
の

古
民
家
を
改
造
し
た
２

階
の
会
場
。
講
談
に
臨
場

感
が
深
ま
り
、
幕
末
・明

治
初
期
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

今
日
の
講
談
演
目
は
、

『
新
・五
代
友
厚
伝
』
の
著

者
八
木
孝
昌
氏
が
、
旭
堂

南
照
さ
ん
に
「講
談

真

説
五
代
友
厚
伝
」全
１８
話
を
つ
く
ら
れ
、
今
回
そ
の
中

の
３
話
を
回
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「講
釈
師
見
て
き
た
よ
う
な
嘘
を
つ
き
」
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
演
目
に
限
っ
て
は
「講
談
師
真

説
を
語
り
歴
史
を
正
す
」
の
内
容
で
あ
り
、
わ
か
り
や

す
く
臨
場
感
の
あ
る
口
演
は
五
代
の
生
涯
や
志
が
手

に
取
る
よ
う
に
理
解
で
き
、
講
談
で
五
代
を
勉
強
す
る

の
も

一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
大
い
に
意
味
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
旭
堂
南
照
さ
ん
に
は
残
り
‐５
話
も
ぜ
ひ

語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
八
木
先
生
の
講

演
は
、
多
＜
の
書
籍
や
高
校
の
教
科
書
が
誤
っ
た
記
述

で
長
ら
く
五
代
を
悪
徳
商
人
の
如
く
報
じ
て
き
た
が
、

ご
新
著
『新
・五
代
友
厚
伝
』
で
従
来
の
誤
り
を
明
確
に

正
さ
れ
た
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
同
著
発
行
は
大

変
有
意
義
松
こ
と
と

一
同
認
識
し
ま
し
た
。

セミナー風景写真

〕ヽ
８
ヨ
五
代
塾
顧
間

八
木
孝
昌

十

一
月
三
日
、
大
阪
市
立
大
学
講
堂
に

お
い
て

「五
代
友
厚
官
有
物
払
い
下
げ
説

見
直
し
を
求
め
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

会
の
代
表
に
は
大
阪
市
大
同
窓
会
五
代
委

員
会
児
玉
隆
夫
委
員
長
が
就
き
、
荒
川
哲

男
大
阪
市
大
学
長
を
初
め
と
す
る
四
六
人

の
発
起
人
が
名
を
連
ね
ま
し
た
。

会
は
即
日
、
来
年
二
月
に
文
部
科
学
省

へ
提
出
す
る
予
定
の

「高
校
日
本
史
教
科

書
の
五
代
に
つ
い
て
の
誤
記
述
の
修
正
を

各
教
科
書
会
社
に
指
導
さ
れ
る
こ
と
」
を

要
望
す
る
文
書
へ
の
賛
同
署
名
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

会
は
目
的
達
成
の
た
め
に
、
教
科
書
会

社
と
の
話
し
合
い
を
申
し
入
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
話
し
合
い
が
実
現
す
る
場
合

は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「開
拓
使
官
有

物
払
下
許
可
及
び
取
り
消
し
の
件

（明
治

１４
年
）
」
の
政
府
史
料
を
示
し
て
、
政
府

が
決
定
し
た
官
有
物
払
い
下
げ
先
が
五
代

友
厚
の
関
西
貿
易
社
で
は
な
く
、
開
拓
使

上
級
官
吏
四
人
が
退
職
し
て
設
立
す
る
民

間
会
社
北
海
社
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
（
こ
の
政
府
史
料

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
検
索
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
）
そ
し
て
、
教
科
書
会
社

が
文
部
科
学
省
か
ら
の
教
科
書
検
定
意
見
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
会
社
と
し
て
自
主
的
に
該
当
記
述
の
書

き
替
え
を
行
う
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
市
立
大
学
と
同
大
学
同
窓
会
で
は
、
五

代
の
濡
れ
衣
を
晴
ら
す
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
来

年

一
月
二
十
二
日
に
大
阪
市
立
大
学
田
中
記
念
館
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
会
は
大
河
ド
ラ
マ
「青

天
を
衝
け
」
な
ど
で
五
代
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
現
在
を
チ
ヤ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
五
代
に
つ
い
て

の
事
実
誤
認
を
正
す
べ
く
、
積
極
的
な
活
動
を
進
め

ま
す
。
∪
８ヽ
ヨ
五
代
塾
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
も
、
署

名
へ
の
ご
協
力
等
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新型コロナが沈静化の兆しが見え、今年もあと1ケ月となりました。今年はDream五代塾
発足初年度に当たり難しい運営となりましたが、セミナー4回と新聞の発行は本 5号を含
め5回の発刊が出来ました。会員の皆様のご支援の賜物として大変感謝しております。

映画「天外者」主演三浦春馬の成功があり、12月 11日 には公開1周年として1日限定の全国296
館特別上映が決定しました。大スクリーンに熱演三浦春馬さんが戻つてきます。また、NHK大河ドラマ
「青天に衝け」では「束の渋沢、西の五代」として五代役のデイーン・フジオカさんが冷静で的確な判断をす

る五代を見事に演じられています。一方で大阪市大とその OBを中心に「北海道開拓使官有物払下げ事
件」の五代の濡れ衣を晴らす活動を開始されました。これらの動きは五代友厚公に恩返しができるチャン

スでもあります。私達も積極的に協力していきたいと思います。是非ご協力をお願い致します。

今年最後の挨拶となりますが、来年もDream五代塾へのご支援・参画よろしくお願い致します(川口建)

劣」隋 i
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